
次年度以降の体制について【P】

今年度まで 次年度以降

部会① 「建築BIM環境整備部会」

（事務局：国土交通省）

部会② 「BIMモデルの形状と属性情報の標準化検討部会」

（BIMライブラリ技術研究組合）

部会③ 「BIMを活用した建築確認検査の実施検討部会

（建築確認におけるBIM活用推進協議会）

部会④ 「BIMによる積算の標準化検討部会」

（（公社）日本建築積算協会）

部会⑤ 「BIMの情報共有基盤の整備検討部会」

（（一社）buildingSMART Japan）

部会② 「BIMモデルの形状と属性情報の標準化検討部会」

（（一社）BIM標準情報活用協会（BIMSIA））

人材育成、中小事業者の活用

ビッグデータ化（AI等を含む）、インフラプラットフォームとの連携

部会① 「建築BIM環境整備部会」

（事務局：国土交通省）

部会③ 「BIMを活用した建築確認検査の実施検討部会

（建築確認におけるBIM活用推進協議会）

部会④ 「BIMによる積算の標準化検討部会」

（（公社）日本建築積算協会）

部会⑤ 「BIMの情報共有基盤の整備検討部会」

（（一社）buildingSMART Japan）

・ BIM教育普及機構が広く関係団体からなる「BIM教育普及
推進協議会」を立上げ

・ 建築分野における中長期ビジョン（DXワーキング）において
議論
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